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偏見や差別、心ない言動の例　～あなたはしていませんか？～
●感染した人、治療を終えて復帰した人への差別、嫌がらせ
●感染した人の住所や勤務先の詮索、拡散
●医療従事者への入店拒否やタクシーの乗車拒否
●子どもに対するいじめ、こども園への登園拒否
●感染した人の家族等に対する出勤拒否
●インターネット、ＳＮＳ上での誹謗中傷やデマの拡散
●県外から来訪した人への差別や非難、県外ナンバー車両への嫌がらせ
●ワクチン接種の強要・接種証明書の提出
●ワクチン未接種者への不当な扱い（出社拒否・在宅勤務の強要など）
●�マスクをしていない人への避難
　※�基本的な感染予防としてマスクの着用をお願いしていますが、感覚過敏やパニッ
ク障害など、様々な事情により着用が困難な方もいます。

●外国出身者への嫌がらせや暴言
●スーパー・ドラッグストア等の従業員への過度なクレーム

心温かい人々が暮らす町
-にぎやかそ美波町-

町民一人ひとりが相手を思いやり、多様な価値観を認め合う社会をめざしましょう。町民一人ひとりが相手を思いやり、多様な価値観を認め合う社会をめざしましょう。
「心温かい人々が暮らす、にぎやかな過疎の町」美波町であり続けるために人権について考え守っていくことが
まさに、“ にぎやかそ ” 美波町づくりにつながります。このコーナーでは人権に対する思いを掲載していきます。

STOP ！コロナ差別
コロナ対策のつもりが過剰な反応になっていませんか？
思い込みが差別や偏見を生みます。正しい知識・情報に基づいて行動しましょう。

【相談窓口・お問い合わせ】
みんなの人権 110 番　☎ 0570 - 003 - 110（平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分）

新型コロナウイルスの感染が拡大する中、感染した方や対策に携わった方々等に対する偏見や差別、イ
ンターネット・ＳＮＳ上における誹謗中傷、様々な場面での心ない言動が広がっています。　こうしたこと
が行われると、感染が疑われる症状が出ても、検査のための受診や、保健所への正確な行動歴・濃厚接
触者の情報提供をためらってしまうなど、感染拡大の防止に支障が出る恐れもあります。
新型コロナウイルスは誰がかかってもおかしくない病気です。誰もが安心して治療を受け、社会に戻るこ
とができるよう、新型コロナウイルス感染症を理由とした不当な差別、偏見、いじめ等は絶対に行わない
でください。そして、新型コロナウイルス感染症に関して掲載されている様々な情報の中には、不確かな
情報や事実とは異なる情報もあります。
こうした情報の拡散は、社会の不安を増大させ、偏見や差別を助長しかねません。こうした情報をむやみ
に転載・拡散することなく、厚生労働省や県などの公的機関が発信する情報を確認いただくとともに、思
いやりや優しい気持ちをもって冷静に行動していただくようお願いします。
不安な気持ちに負けず、それぞれの立場で今できることを行っていきましょう！

日和佐診療所からのお知らせ日和佐診療所からのお知らせ

【お問い合わせ】日和佐診療所　☎ 77 - 1212

当番診療日は、内科医が診察します。
診察を希望される方は、左記診療時
間内にお越し下さい。
なお、診療日は変更になることが
あります。ご了承ください。

日和佐診療所は、海部郡医師会が実施する「海部郡救急医療当番」に参加しています。

10 月・11月の当番診療日

診療日 診療時間

10 月 14 日（木） 18 時〜 21 時

10 月 17 日（日）   9 時〜 17 時

10 月 29 日（金） 18 時〜 21 時

10 月 30 日（土） 18 時〜 21 時

11 月 16 日（火） 18 時〜 21 時

日和佐診療所 - 臨床ノート -

「下肢閉塞性動脈硬化症」
循環器内科：栗本真吾　医師

　「歩くと下肢が疲れやすい」、「坂や階段がのぼれなくなった」などの症状を「年のせい」と思っ
ている方が多いと思います。年齢を重ねるにつれ筋肉が衰えることはありますが、実は動脈硬
化による病気の可能性もあります。
　下肢閉塞性動脈硬化症は、足の血管の動脈硬化により、血管が狭くなる病気です。 足への血
流が悪くなることで、足に栄養や酸素を十分に送ることができなくなるため、様々な障害が現
れます。症状としては、冷感・しびれ感、間欠性跛行 ( 一定距離を歩くと、主にふくらはぎな
どが締め付けられるように痛くなり、休まないといけなくなる症状 ) が出現したりします。
　簡易検査として、ABI 検査 ( 上腕・足関節血圧比 ) があり、両腕と両足の血圧を同時に測り、
比率を出すだけで簡便です。通常は足の血圧の方が高いので、1.0 以上が正常となりますが、
足の血流に異常があると 1.0 未満となり、0.9 未満では下肢閉塞性動脈硬化症の可能性が高く
なります。精密な診断はエコーや CT 検査が必要になることがあります。
　治療法としては、運動療法、薬物療法の他、血管内治療 ( カテーテル治療 ) があります。血
管の狭い部分にワイヤーを通して、風船やステントを使用して動脈を広げる治療です。下肢の
症状に関して必要であれば病院受診を検討いただければと思います。

循環器外来の診療は、
毎月第２・第４金曜日　14 時～ 17 時
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